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1 2 3 4 5 6

1 当㯞᭭ⲷ⨶図 ◎ ●

⦪394.8䟛、横396.9䟛の大ᖜで、ዉⰋ県当㯞寺にఏわる根ᮏ᭭ⲷ⨶の転ᮏである。
図様は『観無㔞ᑑ経』にもと䛵いて描かれたもので、中ኸに㜿ᘺ㝀ዴ᮶、ᕥྑに普㈼⸃、観㡢⸃の三ᑛを中心
にᴟ楽の世⏺を表現している。図の下辺の区画には、ရ᮶㏄図が描かれ、その中ኸの区画には㖭文が᭩かれて
いるが、ᮏ図では文ᏐがḞⴠしていて一部しか᭩かれておら䛪、原図からの転ᮏとみられる。ไసは、16世⣖後༙か
ら17世⣖前༙の絵仏ᖌ⣔と推測される。 市指定。

2 仏ᾖᵎ図 ◎ ●

⤱ᮏ╔ᙬで、167.7䟛、ᖜ172.8䟛を測る。中ኸのᐆ台に頭をᕥにした㔘㏑が横たわり、周ᅖにはᦶ⪨夫人、ㅖ⸃や
ኳ部、ᘵ子㐩、動物㐩のጼが多ᩘ描かれている。ᮏ図のไస年代は、㙊時代ᮎから南北ᮅ期（14世⣖前༙）と推測さ
れる。市指定。

3 赤穂の〇ሷ用ල ◎ 30 ●

瀬戸内海ἢ岸地域では広い◁ᕞと₻ộᖸ満の大きなᕪを利用した入ሷ田が盛んに行われてきた。この資料は赤穂
市域で使用されてきた〇ሷ用ල➼一ᘧを収集したもので、入ሷ田がほとんど見られなくなった現在では㈗㔜な民俗資
料である。国指定。

4
⩏ኈቚ跡୪びに
森助ྑ⾨門➹グ

◎ 1 ●
「⩏ኈቚ跡」はウ入後⇃ᮏ⸬⣽川⥘利㑰に㡸けられた大石以下の⩏ኈから、同⸬家中ᇼ内ఏྑ⾨門が所望したᡭ㋱
を張り合わせて一ᕳとしたもの。ウ入の≧ἣを当事者がグしたものとして最もヲしい。市指定。

5
口༙ⶶ・木村
Ꮮྑ⾨門㐃⨫㉳ㄳ文

◎ 1 ●
旧ὸ野家中の口༙ⶶと木村Ꮮྑ⾨門が㐃⨫で大石内ⶶ助にᕪしฟした㉳ㄳ文である。当ྐ料はウ入に参ຍしな
かった者に㏉༷された㉳ㄳ文であるが、赤穂事௳にかかわる၏一の現存するもので㈗㔜資料である。市指定。

6
赤穂ὸ野家⸬ᮐ
㖟ᣠ文目ᮐ

◎ 1 ●

ὸ野長▴時代のᘏᐆ8(1680)年1᭶に発行された⸬ᮐ。ὸ野家はඖ⚘14(1701)年に改᫆となったため、21年間だけ通用
したもので、ᮐの表には「播ᕞ赤穂䚷ᘏᑌ八(1680)ᗒ⏦ṓ䚷正᭶ྜྷ⚈᪥䚷㖟ᣠ文目」とある。⸬ᮐは㖟10ໜ、㖟1ໜ、㖟5
分、㖟3分、㖟2分の計5種類が発行され、ཝしいᑓ一流通が強ไされていた。改᫆時の⸬ᮐ発行高は900㈏目、引᭰え
にあてうる㖟の現有高は700㈏目であったため、速やかに6歩᭰えでᅇ収。ᅇ収した⸬ᮐはすべて城内で↝༷ฎ分され
たため、現在☜ㄆできている⸬ᮐは国で5点のみである。市指定。

7
赤穂ὸ野家⸬ᮐ
㖟ᘨ分ᮐ

◎ 1 ●

ὸ野長▴時代のᘏᐆ8（1680）年1᭶に発行された⸬ᮐ。ὸ野家はඖ⚘14（1701）年に改᫆となったため、21年間だけ通
用したもので、ᮐの表には「播ᕞ赤穂䚷ᘏᑌ八ᗒ⏦ṓ䚷正᭶ྜྷ⚈᪥䚷㖟ᘨ分」とある。⸬ᮐは㖟10ໜ、㖟1ໜ、㖟5分、㖟
3分、㖟2分の計5種類が発行され、ཝしいᑓ一流通が強ไされていた。改᫆時の⸬ᮐ発行高は900㈏目、引᭰えにあて
うる㖟の現有高は700㈏目であったため、6歩᭰えでᅇ収。ᅇ収した⸬ᮐはすべて城内で↝༷ฎ分されたため、現在☜
ㄆできている⸬ᮐは5点のみ。市指定。

8 新町地ⶶ(石仏) ● 4 29 ●

ຍ里屋の新町බ園の東南㝮に㍯ሪの水・ⅆ㍯やᐆ⠑印ሪのചを交に積み㔜ねたሪをはさんで、2体の石仏が♭ら
れている。向かってᕥの石仏は板☃に᙮られている。᙮り方から南北ᮅᮎ期～ᐊ町ึ期のものと推定される。向かって
ྑഃの石仏は、Ḟᦆ部があるが南北ᮅ期まで㐳るྍ⬟ᛶが強い。この石仏は以前この地にあった⸆ᖌ堂のもので、もと
は高山のᒾ屋寺(⸆ᖌ屋敷)にあったが寺の移築にకい移されたものとゝいఏえられている。

9 新町ᘏ命地ⶶ ● 4 ● ●
新町බ園内にある、ീ高129䟛を測り大正5（1916）年造立の᙮り༙㊜ീ。もともとは⸆ᖌ堂内にᏳ置されていたが、⸆
ᖌ堂が区画整⌮事業によって普門寺へ移転したため、地ⶶは現在地へ移された。

10 山ᓮ山八十八箇所石仏 ● 4 ● ●

赤穂南部に点在していた石仏を、明治33(1900)年にᕠ礼しやすいように山ᓮ山に集積したものとゝわれる。八十八箇所
のうち一␒は木ീである。山ᓮ山麓には一␒ᮐ所があったという。八十␒の板☃形石仏には明治35（1902）年の⣖ᛕ㖭
が残る。

11 地ⶶ（㞝㮚台山） ● 4 ● ● 㞝㮚台山斜面にある、ീ高112䟛を測る᙮りの立ീ。

12 不動明⋤（㞝㮚台山） ● 4 ● ● 㞝㮚台山山上にある、ീ高66䟛を測る༙⫗᙮りの不動明⋤ീ。

13 黒谷不動 ● 4 ● ● 㞝㮚台山黒谷にある、ീ高110䟛の板☃。ኳ保11（1840）年の造立。

14 地ⶶ（ኳ⋤道） ● 4 ● ● 自然石の上に㍕るീ高48䟛の᙮りᆘീ。頭部⿵ಟあり。

15 ㏄え地ⶶ（東Ἀ） ● 4 ● ● 東Ἀのඖ三跡にある、ീ高108䟛の᙮りᆘീで、ᐆᬺ6（1756）年の造立。

16 東門石ᶆ ● 2 4 27 ● ●
城下町の東のᢲさえとして、ὸ野長直によって築かれた門で、ᯠ形ᵓ造をもち門と␒所が設置されていた。跡地周
辺には石ᶆが建てられている。

17 大ⶶ┬境⏺石ᶆ ● 30 ●
旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支ᒁ（現・赤穂市立民俗資料館）敷地の南東に残されている、境⏺石ᶆ。北の隣接地には時期の
␗なるᑓබ社の境⏺石ᶆが2ᮏ残る。

18 赤穂町道路ඖᶆ ● 27 ●
高さ59䟛で正面に「赤穂町道路ඖᶆ」、⫼面に「兵庫⦩」とグす。かつては花岳寺門前に建てられていたが、現在は赤
穂市立民俗資料館の敷地内に移築されている。旧置には「ຍ里屋道路ඖᶆ跡」の☃が平成2(1990)年に建てられた。

19 道ᶆ（上௬屋） ● 4 27 ●
㮚の⩚බ園から60ｍ西のᅄつゅの路ഐに建つ。高さ92䟛のจ⅊ᒾ〇の道ᶆ。「ᕥ䚷䕕(大カ)坂道䚷⩏ኈもくぞふあり」と
้まれている。

20
大石神社神㤣所
新築之☃

● 1 ● ●
明治16(1883)年に⌛和ᑦが大石神社創建㢪いをฟし、明治33(1900)年に兵庫県▱事から「大石神社創立の௳⪺ᒆ
く」とチྍ᭩をうけ、三之大石㑰跡の一ゅに創建されたことをグᛕして、大正2(1913)年に建立された。

21
ᨾὸ野氏家⪁大石ྩ
㑇ឡᱜᶞ☃

● 1 ● ●
Ᏻᨻ5(1858)年建立。大石大夫㑇ឡᱜ☃と一対になっている。

22 大石大夫㑇ឡᱜ☃ ● 1 ● ●
大正9(1920)年、ὸ野赤穂城の➹頭家⪁内ⶶ助を称え、赤ᇰ㔜㈼⿰である赤ᇰ慶ⶶ氏によって建立された。ᨾὸ野
氏家⪁大石ྩ㑇ឡᱜᶞ☃と一対になっている。

23 ⩏ⰾ☃ ● 1 ● ●

明治45(1912)年、大石神社建築に㝿しᮏ内の一石を神社の境内に移し建立。⩏ⰾの文Ꮠはᖥᮎの൲者బ⸨一ᩪの
₎詩ᕳ「ᛅⰷ⩏ⰾ」より転。⩏ⰾ門から参道のྑഃにあったが、⩏ኈウち入り300年グᛕ事業の一➃で大石㑰ᗞ園の
現在地に移転。

24 ྜྷ田ᛅᕥ⾨門㑇ឡᱜ☃ ● 1 ● ●
大正9(1920)年建立。明治45(1912)年にᣏẊᡭ前のὀ㐃柱ྑഃにྜྷ田ᛅᕥ⾨門㑇ឡのᯞᆶれᱜが移植されていたが
ᯤṚ、この☃のみ残っている。

25 ⌛和ᑦ表ຌ☃ ● 1 ● ●
赤穂大石神社境内にある。大石神社創建のຌ労者である花岳寺十一世のఫ⫋⌛和ᑦの表ຌ☃。☃文は㠡ຬ
三㑻の、᭩は黒田ಇ童で昭和3(1928)年に建立された。

26 Ṋኈ道ḷ☃ ● 1 ● ●

፬ዪ新⪺社長⚟ᓥᅄ㑻のャḷ「播磨路のあさ野のᮎにṊኈの道しるべとててる大石」を法学༤ኈἨ新⇃が自然石に
ấ᙮้。昭和16(1941)年に上域⋢垣西寄絵馬Ẋ北ഃに建立されていたが、平成の新造Ⴀに当たり大石ᗞ園に移転
された。

27 ㏥➹ሯ ● ●
昭和24(1949)年に赤穂神社境内より移設したもので、文ᨻ14(1831)年の建立の☃文㖭がある。平成12(2000)年に社合
祭Ẋྑの現在地に移された。

28 ⴙ⚟寺ᮏ堂建グᛕ☃ ● ● ⚟寺境内にある。ఫ⫋源ㄋ㢧が昭和15(1940)年に建立。

29 ⇲▯開拓㨦之☃ ● ● ● 昭和23(1948)年より始まった千鳥ケ開拓の開拓の労ⱞをఏえるため、昭和37(1962)年に建立された。

30 ✄Ⲵ神社社務所建築☃ ● 33 ● 大正11(1922)年建立。

31 文ஂ事௳関ಀ者の ● 1 ● ●
文ஂ事௳（1862年）に関ಀした㟷木ᙪᅄ㑻・田豊ྜྷ・松ᮏ善ḟのである。㟷木は自Ꮿで、田・松ᮏは花岳寺でそ
れぞれ自ᐖした。大ⶈ寺には西川༖ྜྷのがある。

32 Ṋ川ඛ生㡴ᚨ☃ ● 1 ● ●

赤穂城ᮏ内にある。Ṋ川ኖ㍜は津に生まれる。㝣㌷ᑡᑗ㏥役後、旧ไの兵庫県立赤穂中学ᰯのึ代ᰯ長を勤め
る。かつて赤穂⸬にᣍ⪸された同郷の山鹿⣲行をះい、ᰯ長就௵をᢎㅙしたという。昭和14(1939)年に赤穂城跡ᮏ
ኳᏲ台北ഃに建立、平成ඖ(1989)年移築。

33 Ⰻᐶḷ☃ ● 4 ● ●

赤穂城三之ሷ屋門付近にある。ḷ☃はⰋᐶがㅖ国行⬮の㏵中、赤穂ኳ神の森に立ち寄り野宿したときにḷったもの
といわれ、ᙅい人間の心、ᝒしみのため息がឤじられ、一人の㈋しい行⬮ൔをもཷけ入れない人の世の෭たさへのჃき
が₃れている。昭和29(1954)年建立。

34 ᛅ⩏ሯ ● 1 ●

花岳寺境内にある。⩏ኈ50ᅇᚷを前にしてᐶỌ3(1750)年に建立されたもので、ᗓ⮧᯾とは奥⸨利栄、松ᮏ善ᐉ、ᰘ原
ᩆ長、奥⸨利ᚤ、田淵ඖ、ᰗ田ྜྷ⏠らのことを指したもの。文をㄳわれた⸨江⇃陽(ᛅᗮ)は、赤穂に生まれ⩏ኈの
流れをỮむ人として、その㢪いに応えたものである。

35 ᛅ⩏Ḉྃ☃ ● 1 ●
花岳寺境内にある。赤穂森⸬において⩏ኈ㏣ះのྃをເったとき「ᛅにဏき⩏にᩓるሯのḈかな」の小林㈆Ⰻのྃが
秀㐓に当り、それから広く人口に⮊⅝されていたのを、⩏ኈ150ᅇᚷにక資㐩が᭩き、㟷山Ᏻ⸨の୧氏がྃ☃として
Ọ5(1852)年に建立した。

36 松☃ ● ● 花岳寺境内にある。境内にあった2ᮏの大松を大石Ⰻ㞝ᡭ植えの松とఏえる。文ᨻ10(1827)年建立。

37 ㅮᖌ秀存☃ ● ● ⚟寺境内にある。⚟寺18世ఫ⫋の秀存の㢧ᙲ☃、明治30(1897)年建立。

38 前㈡松Ἠඛ生☃ ● ●
ጁ慶寺境内にある。前㈡松Ἠはඖ治ඖ（1864）年坂㉺村に生まれる。ⶑ城と号し、赤穂・坂㉺でᩍ㠴をとり、ሷ屋小学ᰯ
長などを30年務めた。また㝡ⱁ、花道などᖜ広く道を✲めた。昭和2(1927)年建立。

39
広ᘏᩪ神田⢭⏠・
᪫光ᩪ神田ⱥ⏠☃

● ●

大ⶈ寺境内にある。ᘅᘏ⢭⏠は通称十㑻、᪫光ᩪ神田ⱥ⏠は通称ၨኴ㑻といい、花道をᴟめた。石☃は明治38(1905)
年建立された。

こと 解　説
地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№
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こと 解　説

地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№

40 ㅰᜠ☃ ● ●
大ⶈ寺境内にある。神ྜྷ㕥子はᏳᨻ2（1855）年生まれ。21ṓの時に᩿㧥し、⦭・ᤄ花を✲めて家ሿを40年Ⴀんだ。大
正6（1917）年にṚཤ。昭和3(1926)年に石☃が建立された。

41 ᐑᓮඛ生☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。ᐑᓮ清はኳ保5（1834）年に生まれ、ᗂくしてㅴ᭤、Ṕ学などをᩍえた。明治33(1900)年建立。

42 児⋢䕕ྩグᛕ☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。ఀ㆙察⨫分⨫のᕠᰝのṥ⫋☃。明治39(1906)年建立。

43 前川氏㐲祖ຌᚨ☃ ● ● 龍Ᏻ寺境内にある。前川氏のฟ自、龍Ᏻ寺の⦕㉳をグす。Ọ3(1850)年建立。

44
西ሷ田三ツᵽ
一␒跡石☃

● 4 30 ●
三ᵽ町西ഃの䜾リーン䝧ルト内にある石☃で、高さ153䟛、ᖜ30䟛を測る。正面には「西ሷ田三ツᵽ一␒跡石☃」
「昭和ᅄ十（1965）年廃田」、裏面には「昭和භ十一（1986）年三᭶䚷赤穂市ᩍ⫱ጤဨ建之」と้まれている。

45
大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ
(㻶㻾播ᕞ赤穂駅前)

● 1 ● ●
ＪＲ播ᕞ赤穂駅前の䝻ータリーに建つീは、昭和58(1983)年に赤穂ライオン䝈クラブㄆド20周年をグᛕして建立された。
స者は科ᑂᰝဨの高橋ᛅ㞝氏。

46
大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ
（赤穂市役所内）

● 1 ● ●
市役所一階の市民ホールに建つീは、昭和57(1982)年に市⫋ဨにより市役所新ᗇ舎❹ᕤをグᛕして設置。ไసは兵
庫県᙮้家㐃┕ဨの広ᔱ↷道氏。

47 山鹿⣲行ീ ● 1 2 4 ●

赤穂⸬ኈのᩍ⫱、赤穂城建築の⦖張りに寄与した൲学者、山鹿⣲行はỌ6(1853)年、ᖥᗓのᑒ建ᨻ治を㠀難しᮒ子
学をᨷᧁしたとして赤穂に流ฮにฎされ、大石㢗ẕ助(大石Ⰻ㞝の大ུ父)の奥座敷にఫまいをもったという。㖡ീは大
正10(1921)年に大石㢗ẕ助屋敷跡に建立されたが、戦時౪ฟでኻわれて昭和33（1958）年に建。平成10(1998)年に
は之ᗞ園整備にకう発᥀ㄪᰝのため、現在地に移された。なお之にあったとされる「山鹿⣲行ㅷᒃ地」は、「兵
庫県ྐ跡名ኳ然グᛕ物保存㈝⿵助つ定」に基䛵くྐ跡として、かつてㄆ定されていた。

48
⩏ኈあんどん
(からくり時計)

● 1 ●
市ไ施行60周年をグᛕして設置された高さ4ｍ⛬のからくり時計「⩏ኈあんどん」。 ༗前9時～༗後8時の毎正時、からく
り人形がᛅ⮧ⶶの名場面「松のᗯ下」「はやかご」「どき」などを現する。

49 大石なごりの松(花岳寺) ● 1 ● ●

大石内ⶶ助Ⰻ㞝が、ẕ松ᶞ院がஸくなった時にෞ⚟を♳るため植えたとされる2ᮏの松は、ᶞ㱋310年の「大石なごりの
松」として「兵庫県ྐ跡名ኳ然グᛕ物保存㈝⿵助つ定」にもと䛵くኳ然グᛕ物のㄆ定をཷけていた。しかし昭和
2(1927)年にᯤṚしたため、現在は代目の松が植ᶞされた。一代目の松は、千ᡭ堂（ఇ᠁所）にษりᰴとしてグᛕ保存
されている。

50 かんかん石 ● 2 ●
赤穂城之門跡付近にあり、周辺の石垣に使われていた石。石でたたくと「かんかん」と㡢がすることから呼称されて
いる。

51 赤穂鉄道㢧ᙲ☃ ● 27 ●
赤穂鉄道播ᕞ赤穂駅跡の赤穂鉄道グᛕ☃が、赤穂市民館敷地内に建てられている。昭和43（1968）年12᭶建立。

52 赤穂城跡 ◎
1
2

3
4

27
28

32
34

35 ● ● ● ●

正保2(1645)年6᭶、ὸ野長直が池田㍤⯆㝖ᑒの後をうけて、ᖖ㝣国➟間から転ᑒし、慶Ᏻඖ（1648）年からᐶ文ඖ
（1661）年にかけて築城したもの。⦖張りは当時の地形を利用してせをᚓたものとㄆめられる。大ᡭ門、水ᡭ門付近その
他において近世ึ期に発㐩した㌷学のᙳ㡪と思われるᡭ法が見られる近世城郭ྐ上౯್ある城跡である。国指定ྐ
跡。

53
旧赤穂城ᗞ園
䚷ᮏᗞ園
䚷之ᗞ園

◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

ᮏᗞ園は、御Ẋ南面の大池Ἠ、中奥ᆤᗞの小池Ἠ、ᮏ北西㝮の池Ἠが設けられており、発᥀ㄪᰝ後、検ฟした㑇
ᵓを整備しබ開している。之ᗞ園は、ᮏ門前に༨める大石㢗ẕ助屋敷南部から、之西ษまで至る池Ἠか
らなる大つᶍなᗞ園であり、これらの水はすべて旧赤穂上水道によって㈥われていた。ᮏᗞ園はᮏ・之一体と
なって保存されている大名ᗞ園であり、平成14(2002)年に「旧赤穂城ᗞ園䚷ᮏᗞ園䚷之ᗞ園」として国名指定を
ཷけた。

54 ᮏ大池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。南ഃにある大つᶍな池Ἠで、発᥀ㄪᰝによってきわめてⰋዲな≧態で検ฟされた。池には中ᓥ・入
江・ᓁをしつらえ、護岸ố線は直線・᭤線をᕦみに組み合わせ、池のᗏには石・◁利石を敷き、一部には瓦をᗄఱ学
的に敷きワめるなど㊃のある造形をもっている。

55 ᆤᗞ池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。御Ẋ中奥ᆤᗞの小池Ἠは、流れの池Ἠと舟形の池Ἠという୪列したつの池Ἠからᵓ成され、池Ἠ
の南ഃ護岸は⁽႞に⋢石を配した㟠こぼし≧の≉ᚩある上げとなっている。なお舟形の池Ἠは赤穂の昔話「赤穂城
の石舟」にฟてくる「石舟」になぞらえることができる。（赤穂の昔話）

56 くつろ䛞池Ἠ ◎
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。古絵図では「くつろ䛞」とグされ➉林が描かれているにす䛞なかったが、平成ඖ(1989)年の発᥀ㄪᰝ
によって池Ἠ跡が発見された。池Ἠ跡からは多ᩘの㝡☢ჾ類や木〇ရがฟ土したが、なかでも「ὸ野内頭」「大石内
ⶶ助」などṔྐ上の人物名がグされた木⡆がὀ目される。

57
旧᪥ᮏᑓබ社
赤穂支ᒁ
(赤穂市立民俗資料館)

◎ 30 ●

明治38(1905)年のሷᑓ法施行にకい、明治41(1908)年に建設されたሷ務ᒁᗇ舎。᪥ᮏに၏一現存するሷ務ᒁᗇ舎
で、現在は市立民俗資料館として、市内で収集された民俗資料を展示している。県指定。なお近隣には旧᪥ᮏᑓබ
社の新ᗇ舎（現・赤穂市シルバー人ᮦ䝉ンター）、ሷ庫などが残されている。

58 花岳寺山門 ◎ 1 4 ● ● ●

城下町の西門であったものを、明治6(1873)年に花岳寺十一代⌛和ᑦが㉎入移築した。柱は当時のものより約三
ᑍ▷くなっていると思われ、建ᮦはᰢをとしている。 屋根はᮏ瓦葺きで、棟木とฟ᱆が一支༙継䛞たしされている。
ᮏ山門は高㯇門形ᘧをとり、西門の㑇ᵓであるため、⣲ᮔ無㦵でṊ家門の風᱁をᵓえた城郭付ᒓ建築とゝえる。市
指定。

59 大ⶈ寺山門 ◎ 1 2 4 ● ● ●

一般的な門形ᘧにヱ当しないもので、棟に1ᮏのෙ木を通しているが、中ኸ棟と୧⬥棟の屋根をẁ㐪いにして中ኸを開
き戸、୧⬥を片開きとし、三間一戸の形ᘧをとる。市内の寺院にはほかに見られない≉␗な形ᘧの門であり、つᶍが㞝
大で18世⣖の建築として㈗㔜な建築㑇ᵓである。

60 大石Ⰻ㞝Ꮿ跡(長屋門) ◎
1
2

3
4

34 ● ●

ὸ野家➹頭家⪁大石家の一家三代が57年にわたりᒃᏯをᵓえた。屋根瓦には大石家の家⣠であるツᕮが見られる。
またඖ⚘14(1701)年3᭶ྩのลയ事௳をఏえる早ᡴちが྇いた門ともされている。Ᏻᨻ3（1856）年に大ಟ⌮が行わ
れ、大正12(1923)年に国ྐ跡に指定された。

61 近⸨源八Ꮿ跡長屋門 ◎
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城の設計をᢸ当した近⸨三㑻ᕥ⾨門正⣧の子、近⸨源八正᠇の屋敷跡に残る長屋門。父の跡を継いで⏥ᕞ流㌷
学をಟめ、ὸ野家の㌷ᖌとして千石␒頭の㔜⫋にあった。長屋門は三分の一が改ኚをཷけながらもかろうじて保存され
ており、平成10(1998)年に市指定文化財となった。その後、現存建物の解体ಟ⌮が行われ、平成11(1999)年から一般බ
開されている。

62 ᮏ ●
1
2

3
4

28 34 ● ● ●

ᮏ内の面積は4,580ᆤでこのうち約三分のを御Ẋ・ᗞ園・ኳᏲ台・その他の建物が༨めていた昭和3(1928)年には兵
庫県立赤穂中学ᰯ（現・兵庫県立赤穂高➼学ᰯ）が内部に建築されたが、国指定をཷけて昭和56（1981）年に移転。昭
和58（1983）年より発᥀ㄪᰝが開始され、平成8（1996）年にᮏ門が整備されるなどし、平成13（2001）年のཕ口門の整
備によって一᪦整備が完し、බ開されている。

63 ኳᏲ台 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏのኳᏲ台は⊂立して東南㝮の最せᐖ部にあり、東西8間、南北9間、高さ31ᑻ5ᑍのᅄ方石垣
で、ᡴ込接をとし、㝮ゅ部は⟬木積みである。廃⸬置県後は㝮ゅ上部が◚ቯされていたが、昭和ึ期にಟされた。

64 ᮏ門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏ門は東西12間余に南北8間余の約100ᆤの虎口ᯠ形を᥍えて、一の門との門をᣢつ多門で
あった。発᥀ㄪᰝの結ᯝや古┿➼を資料として、平成8（1996）年にඖが完成した。

65 ཕ口門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ὸ野家時代にはཕ口門、森家時代には台所門と呼称されていた。廃城後にኻわれ、昭和42（1967）
年には県立赤穂高ᰯの通用門として改ኚされた。発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かして平成13（2001）年に整備された。

66 อ橋門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡ᮏ内。ᮏの南面、⸬㑰の裏ᡭにあたる門で、㠀ᖖ門とも不ί門ともఏえられる。建ᆤ5ᆤの小門で、ここか
ら之へ開㛢ᘧのอ橋が架けられていた。現在はᮏ内に、門へ至る斜路が整備されている。

67 ᮏ御Ẋ跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏ内の大部分は⸬㑰である御Ẋが༨めていた。御Ẋは表・中奥・奥からᵓ成され、表御Ẋはᨻ務
を行うබ的な場、中奥は⸬の⚾的な場、奥はዪ中たちの部屋として使用された。この地にあった兵庫県立赤穂高➼学
ᰯが移転した翌々年の昭和58（1983）年から発᥀ㄪᰝが開始され、昭和61（1986）年に御Ẋ間取りが整備された。

68 ᮏ東北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏにあった၏一の㝮ᷳで、東西4間2ᑻ、南北3間4ᑻ2ᑍの基ᗏ部をᣢつ㔜ᷳであった。明治ึ
期ᙳのᮏ門の古┿にはかすかにこのᷳがっており、 時のጼをかろうじてうかがうことができる。現在は♏石も
ኻわれているが、ᷳ台にⓏる石ẁの一部が残存している。

69 ᮏ外ᇼ ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡ᮏ内。ᮏを取りᕳく外ᇼで、ᮏ門の土橋部分のみ㏵ษれている。発᥀ㄪᰝによるとᇼᗏはほぼ平ᆠで
深さは1.5ｍ前後とẚ㍑的ὸい。明治の廃城後は田⏿として利用されたが、昭和28(1953)年以㝆に㡰ḟඖされ、平成
10(1998)年に周のඖが完した。

70 之 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
ᮏをほぼ形にໟむ郭が之で、面積は17,259ᆤ、ᇼによってᮏと㝸てられた。石ሠはᮏより小さいが、
ᷳ・門などを㝖いて、681間余、高さは3間4ᑻとグ㘓されている。

71 之門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。山鹿⣲行が自ら設計のኚ᭦をした之門は、ሠ線から引き込まれてやや南寄りの西方に開かれ
た。門はᷳ門で口ᖜ3間1歩、高さ2間、建ᆤ9ᆤのもので、門前には⡆༢な馬ฟし(石ሠ)が設けられていた。明治25
（1892）年の千種川大水ᐖの旧のため之城壁が᧔ཤされていたが、発᥀ㄪᰝではᯠ形石垣の根石が検ฟされて
そのᵓ造がุ明したことをཷけ、平成25（2013）年に一部の石垣がඖ整備された。

72 西中門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡之内。三之ᖸ₲門の北東に西向きに設けられた。西の門ともいったが、内部が之ᗞ園であり平時
は␒人もなく㛢䛦していた。
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73 之北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡之内。之門の北西部に置し、 時は東西3間༙、南北4間༙の基ᗏ部をᣢつ一㔜ᷳが存在した。
平成16（2004）年の発᥀ㄪᰝではᇙἐ石垣が見つかり、赤穂城のᷳ台の中でも古い時期にᵓ築されたことがุ明した。
平成18（2006）年に解体ಟ⌮が実施された。

74 之東北㝮ᷳ台 ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡之内。之の東北㝮ゅ、清水門の南に置する㔜ᷳで、基ᗏ部は東西3間༙、南北4間1ᑻのつᶍ
をᣢっていたという。ᷳ台の石垣は明治25(1892)年の大洪水の⅏ᐖ旧用資ᮦとしてᣢちཤられて大༙はኻわれたが、
平成8（1996）年にඖ整備された。

75 西ษ門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。西ษは之を南北に分する城壁の一つで、ప石垣の上に土塀がめぐらされていたことが古
絵図や発᥀ㄪᰝから明らかになっており、そこに小門が東に面して設けられていた。古絵図では「㏱シ門」ともあり、発᥀
ㄪᰝで検ฟされた㑇ᵓ➼の成ᯝをもとに平成22(2010)年にඖ整備された。

76 東ษ門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。ኳᏲ台東ഃのᇼに接して、之ษの石垣があり、これに小門が西に面して設けられていた。
古絵図によれば、東ษの北ഃにはస事小屋が、南ഃには馬場があった。平成25(2013)年の発᥀ㄪᰝで、ษ土塀石
垣とそれに接続する之城壁の⭜石垣が発見され、置がほぼ☜定された。

77 水ᡭ門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡之内。之の南➃に置し、海もしくはᖸ₲に面した門で、間口1、高さ2間余り、建ᆤ4ᆤのつᶍを
ᣢっていたという。門の周ᅖは⯪のฟ入りのため城壁を大きく内ഃに引き込んだ水の⦖張となり、その城壁は⦆やか
な᭤線を描いて西方の南Ἀᷳ台へとつながっていることが≉ᚩである。門前は㞜木と✺ሐが築かれており、㞜木と✺ሐ
については平成10（1998）年に発᥀ㄪᰝ及びඖ整備が行われた。

78 大石㢗ẕ助屋敷跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城之䚷之門を入るとྑᡭには大石㢗ẕ助屋敷があった。大石㢗ẕ助Ⰻ㔜は大石内ⶶ助Ⰻ㞝の大ུ父に
当たる人物で、≉に⸬長直に㔜用され赤穂においては之に屋敷を㈷った。山鹿⣲行が赤穂に配流された㝿、⣲
行はこの大石㢗ẕ助の屋敷の一ゅで8年余りのㅷᒃ生活を㐣ごした。
㢗ẕ助屋敷は発᥀ㄪᰝによって㑇ᵓが明らかとなり、平成21（2009）年にはその成ᯝを活かして屋敷門が整備された。

79 之ᗞ園表門 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城之䚷之ᗞ園の南東㝮ゅにあたり、発᥀ㄪᰝでは後世の๐平によって㑇ᵓはኻわれていたが、古絵図の
資料から門の存在がุ明し、平成20（2008）年にෙ木門が整備された。

80 ඖ⚘ᱜⱌ(花見広場) ● 1 ●

赤穂城跡之内。之にある花見広場。之南西部にあり、発᥀ㄪᰝを行ったところ遊水池㑇ᵓが発見された。
現在は池のඖがなされ、周ᅖにはඖ⚘期の䝃クラのရ種など18種200ᮏ余りが植えられて市民の᠁いの場となってい
る。

81 遊水池跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● 赤穂城跡之後郭にあった池跡。発᥀ㄪᰝによって発見され、現在は花見広場の中にඖ整備されている。

82 三之 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
之の北・西部をᅖむ郭が三之で、面積は約22605ᆤと⟬定される。石ሠは長573間5ᑻ、高さは3間とグされ
ているが、ሷ屋門からᖸ₲門にいたる部分は高さ約1間༙とపい石垣が築かれている。

83 三之大ᡭ門ᯠ形 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。ὸ野長直が赤穂城を築城した㝿に城域をᣑ張した部分が、赤穂城の玄関口ともいえる三之大
ᡭ門である。明治30(1897)年に石垣が改ኚされたが、平成13(2001)年には発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かし、び 時のጼに
整備された。

84 三之大ᡭ㝮ᷳ ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡三之内。大ᡭ門の北にある㔜ᷳで、東西4間༙、南北3間༙の基ᗏ部をᣢつ㔜ᷳである。大ᡭ門を┘
どする฿╔ᷳとしてのᛶ᱁をᣢち大ᡭ門防備のせとなるᷳである。明治ึ期に取りቯされたが、昭和30(1955)年に大ᡭ
門や土塀とともに建された。

85 ሷ屋門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。ᦕᡭの門である。口ᖜ2間2歩、建ᆤ5ᆤ、門を入ると正面に␒所、その裏には長さ13間2ᑻ、高さ2
間༙、ᖜ2間༙の石ሠがあり、内ᯠ形をしていた。このᯠ形内にኴ㰘ᷳがあって、⸬ኈに合図をした。門の向きは南寄り
の西向きで、足軽・下␒各2人、三道ල一組が配置された。

86 清水門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●

赤穂城跡三之内。三之東に口ᖜ2間2歩、建ᆤ4ᆤの清水門があり、板橋を渡ると⡿ⶶ、御⸆煙場、川口␒所にฟら
れるようになっていた。門␒は一人で平ᖖは㛢門していたという。発᥀ㄪᰝの成ᯝを活かし、平成3（1991）年に橋石垣の
ඖ整備が行われた。

87 ᖸ₲門跡 ●
1
2

3
4

34 ● ● ●
赤穂城跡三之内。₲口門とも呼ばれた。之水ᡭ門と同様、海に面していた。口ᖜ1間2歩、建ᆤ5ᆤ、平ᖖ㛢門、
␒人なしであった。

88 Ṋ家屋敷බ園 ● 1 4 ●

赤穂城跡三之内。清水門の西ഃに置し、ὸ野時代には坂田ᘧྑ⾨門の屋敷があった。昭和58(1983)年に門と瓦
葺土塀をඖし、内部は部屋の間取り表現を行ったほか、戸屋形やᅄ㜿などを設けている。また屋敷地の植栽には
当時のౝ屋敷の生活をしのばせる野⳯や⸆草類なども植えられている。

89 ᵽ門跡 ●
1
2

3
4

34 ●
赤穂城跡三之内。赤穂城跡之外ᇼの水㔞ㄪ節のᵽ門で、三之城壁の石垣面に開口している。水はᇼから石
組み⁁によってᑟかれ、城壁の下を通りこのᵽ門から城外へ水された。

90 三之外ᇼ護岸ඖ ●
1
2

3
4

34 ● ●

赤穂城跡三之内。三之外ᇼは、清水門からሷ屋門西までの間にᕠっていた。廃城後に田⏿となっていたものを㡰
ḟඖしたが、ሷ屋門周辺は区画整⌮により、道路やᏯ地となっている。その一部については発᥀ㄪᰝによって護岸石
垣が検ฟされており、現在は䝰ニュ䝯ントබ園が整備され、 時のᇼᖜを表示している。ᇙἐしたᇼ部分の一部は平成
15(2003)年8᭶27᪥にྐ跡の㏣ຍ指定を行われた。

91 ⯪入跡（赤穂城） ●
1
2

3
4

34 ● ●
赤穂城の東に隣接する⡿ⶶの南ഃにあり、⇃見川に開口していた。昭和59（1984）年～61（1986）年に一部が発᥀ㄪᰝ
された。⯪入の内部は石垣護岸となり、桟橋≧の✺ሐが付設されていた。

92 赤穂市役所㑇跡 ● 34 ●
昭和31(1956)年市ᗇ舎建設のための基♏ᕤ事中、ᩘ片の土ჾが発見された。赤穂デルタが形成され、瓦ჾを使用しう
るような階ᒙの人がᒃఫしたと考えられる。

93 千鳥ヶ土ჾ採集地 ● 34 ●
千種川河口の西ഃの高いሐ防の外ഃに広い◁がある。これが千鳥ヶで、この◁は千種川の流れによって運ばれ
た土◁のἈ積地である。河口の◁で採集された土ჾ片はᘺ生時代のものであった。

94 ຍ里屋古城跡 ● 2 29 ● ●

15世⣖頃、⇃見川河口は急速に㝣地化が進んでいくなかで、山麓部から人々が移ఫしてくるとともに、河口部の中村が
 町として栄え始めていた。そこで岡豊前Ᏺは中村の西、⇃見川の対岸にຍ里屋古城を築き、新たな◓とした。『播ᕞ
赤穂郡ᚿ』によるとຍ里屋古城は城下町の一目と寺町の間南北66間、東は大川(⇃見川)、西は横町を限った⠊ᅖに
あったという。
16世⣖には周辺で寺の建立が始まり、城下町も実しはじめた。江戸時代になると城はさらに南に移動し、ຍ里屋古城
跡は城下町の町家へとኚわっていった。

95 ᥙ上城跡 ● 2 4 ● ●
池田河内Ᏺ長ᨻ時代にᆶ水༙ᕥ⾨門㔜によって城ケὪにᵓ築された。古絵図には一㔜の石垣にᅖまれた城郭が描
かれており、現在のᮏ跡にあたると推定されているが、池田時代にはその後も様々な城郭ቑ築が行われたことがわ
かっている。

96 土取場跡 ● 2
赤穂城築城時の土取り場跡。『年々御ౝ屋敷外Ⰽ々御用定引ぬ』によると、「慶Ᏻᅄ(1651)年御城御普ㄳノ時土取場
ニ成、所はఀ⸨ྑ⾨門様ノ南ሐノ外␊」とされている。

97 西門跡 ● 1 2 4 27 ●

現在のＪＲ赤穂線の高架下周辺にヱ当する。備前街道より赤穂城下へ入る㝿の西のᢲさえの門であり、現在の赤穂城を
築いたὸ野長直が城下町をᣑ張した㝿、東西に門を築き␒所を配してᏲりとした。この門の一部は花岳寺の山門とし
て移築されている。

98 御成道 ● 4 27 ●
花岳寺門前の道の通称。古くは赤穂城の大ᡭから花岳寺までをὸ野ᥦ寺の参ユ道として御成道といい、とくに㔜せ
どされたという。

99 㘽ᆺ街路 ● 2 4 ●
城下町内の道を、㘽形に᭤げたり⿄小路を設けるなどすることで見通しをなくし、城への฿㐩時間をᘏ長させたもの。現
在も各所に見られる。

100 Ṋ者㞃し ● 2 4 ●
城下町内の道ᖜを✺ዴ広めることによってṚゅをసりฟし、✺ዴ⊃めることによってᩛの㌷ໃのໃいを軽減させるなど、
城下町防備のᕤ夫が現在も残されている。

101 ౝ屋敷(上௬屋) ● 2 4 36 ●
ౝ屋敷は城の北西に整備された。ὸ野家が赤穂に入ᑒしたときも、石高のቑຍにకって城下町をᣑ大整備したのみで
ある。之、三之には㔜⮧㑰が置かれ、ౝ屋敷の大部分を༨めたのはሷ屋門外の上௬屋の一帯であった。

102 町家(ຍ里屋) ● 2 4 30 ● 町家は城の北方に整備されていた。町家は17町に分けられていた。

103 外村源ᕥ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で⚘高400石␒頭。ลയ事௳後、⸬ᮐ引き᭰えの資㔠用にዑ㉮したが、当ึから開城ㄽに立ち、当ึか
ら┕約にはຍわら䛪。

104 ⣆谷຺ᕥ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧。250石の用人。ὸ野内頭長▴の㑇㧁を引き取り、高㍯Ἠ岳寺まで見㏦った6人の中の一人。ウち入りに
は参ຍせ䛪。

105 బ々木平స屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で、15石3人ᢇᣢ。屋敷地は東面して間口13間༙⛬、奥行き18間⛬であったとఏえられる。ウち入りにはຍ
わら䛪。

106 大木ᘺྑ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で500石の中小姓頭。屋敷地は間口30間、奥行き30間以上を測る広大なものであった。屋敷地横ᡭの三之
城壁には之外ᇼの水㔞ㄪ節用のᵽ門がある。

107 小松ཪྑ⾨門屋敷跡 ● 1 ●
ὸ野家家⮧で150石の⮃␒。屋敷地は西面して間口13間⛬、奥行き20間⛬であったとఏえられる。屋敷地裏は之
外ᇼとなっており、ᇼの対岸には一㔜ᷳがあった。

108 間瀬ஂኴ夫Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。間瀬ஂኴ夫正明はᐶỌ18（1641）年生まれ。役⫋は目付（大目付）で▱行高は200石・役料10石であった。間
瀬Ꮮ㑻の父、小野寺十内のᚑᘵにあたる。ா年63ṓ。

109 ☾㈅十㑻ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。☾㈅十㑻ᕥ⾨門正ஂはᘏᐆ7（1679）年に江戸で生まれた。役⫋は用人（近⩦・物頭୪ഃ用人）で、▱行高
は150石であった。ா年25ṓ。
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110 大石瀬ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。大石瀬ᕥ⾨門ಙ清はᘏᐆ5（1677）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔで▱行高は150石であった。ா年27
ṓ。

111 片岡源ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。片岡源ྑ⾨門高ᡣはᐶ文7（1667）年に名古屋で生まれた。役⫋は用人（内ド用人）で▱行高は350石で
あった。ா年37ṓ。

112 ⟶谷༙之Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。Ⳣ谷༙之ᨻ利は治3（1660）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔ・代ᐁで▱行高は100石であった。ா年
44ṓ。

113 近松຺භᏯ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。近松຺භ行㔜はᐶ文10（1670）年生まれ。役⫋は馬ᘔ（給人）で▱行高は250石であった。奥田㈆ྑ⾨門の
。ா年34ṓ。

114 早水⸨ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。早水⸨ᕥ⾨門満ሕはᐶ文4（1664）年に備前国西大寺で生まれた。役⫋は馬ᘔ（給人）で▱行高は150石で
あった。ா年40ṓ。

115 大高源Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。大高源ᛅ㞝はᐶ文12（1672）年に赤穂で生まれた。役⫋は中小姓近⩦・⮃␒で▱行高は20石5人ᢇᣢで
あった。ா年40ṓ。

116 ㈅㈡ᘺᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。㈅㈡ᘺᕥ⾨門友ಙは慶Ᏻ3（1650）年生まれ。役⫋は中小姓近⩦・ⶶዊ行で▱行高は10୧・役料2石3人ᢇ
ᣢであった。ྜྷ田ᛅᕥ⾨門のᘵ、ྜྷ田沢ྑ⾨門のུ父。ா年54ṓ。

117 不◚ᩘྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。不◚和ྑ⾨門正種はᐶ文10（1670）年Ἴ国古市で生まれた。役⫋はᾉ人（ඖ馬ᘔ・ඖ辺普ㄳዊ行）で
▱行高はඖ100石であった。間瀬ஂኴ夫の⏚。ா年48ṓ。

118 田新ᕥ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。田新ᕥ⾨門Ṋሕはᘏᐆ8（1680）年赤穂で生まれた。役⫋は中小姓近⩦・ᮐ座横目で▱行高は15石3人ᢇ
ᣢであった。ா年24ṓ。

119 中村຺助Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。中村຺助正㎮は明ᬺ2（1656）年に㉺後国村上で生まれた。役⫋は馬ᘔ・♸➹頭（給人ほか）で▱行高は100
石であった。間瀬ஂኴ夫の⏚。ா年48ṓ。

120 岡ᔱ八十ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。岡ᔱ八十ྑ⾨門ᖖᶞはᐶ文6（1666）年生まれ。役⫋は中小姓近⩦・ᮐ座຺定方で▱行高は20石5人ᢇᣢ。
原ྑ⾨門のᘵ、下㈅㈡ᘺᕥ⾨門の⏚。

121 原ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。原ྑ⾨門ඖ㎮は慶Ᏻඖ（1648）年生まれ。役⫋は足軽頭（鉄◙頭・物頭）で▱行高は300石。岡ᔱ八十ྑ
⾨門の。ா年56ṓ。

122 間႐兵⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。間႐兵⾨光ᘏ⩏ኈᏯᆎ。はᐶỌ12（1635）年に近江国で生まれた。役⫋は馬ᘔ・ᡭ方ྫྷ役で▱行高は
100石であった。間㔜治㑻・新භの父。ா年69ṓ。

123 矢頭ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。矢頭ྑ⾨門ᩍවは㈆ா3（1686）年に赤穂で生まれた。矢頭長助の子。ா年18ṓ。

124 木村岡ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。木村岡ྑ⾨門㈆行は治ඖ（1658）年に赤穂で生まれた。役⫋は馬ᘔ（絵図役）で▱行高は150石であっ
た。ா年46ṓ。

125 岡野㔠ྑ⾨門Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。岡野㔠ྑ⾨門ໟ秀はᘏᐆ8（1680）年に赤穂で生まれた。小野寺十内の⏚、大高源のᚑᘵ。ா年24ṓ。

126 千馬三㑻兵⾨Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。千馬三㑻兵⾨光ᛅはᢎ応2（1653）年生まれ。役⫋は馬ᘔで▱行高は100石。ா年51ṓ。

127 ₻田ཪ之Ꮿ跡 ● 1 ●
⩏ኈᏯᆎ。₻田ཪ之高ᩍはᐶ文9（1669）年に江戸で生まれた。役⫋は馬ᘔ・国絵図役人で▱行高は200石。ா年35
ṓ。

128 赤松⁚ᕞᏯ跡 ● 4 ●
赤松⁚ᕞ・⹒ᐊ父子は、༤文館をはじめとする赤穂⸬の文ᩍの基♏を築いただけでなく、近世後期におけるி㒔との文
化交流の役もᯝたした。

129 大ᓥ㯤谷❔跡 ● 4 ●
大ᔱ㯤谷は名を㑻ḟといい、㗪物・生花➼に秀で、≉に㝡ⱁでは㯤谷と号して㞼ⅆ↝と呼ばれる㝡ჾを創りฟした。
この場所は⇃見川の新土ᡭにあたり、㯤谷に㝡ⱁをᩍえたస根ᘚḟ㑻が築いたもので、㯤谷も使用したという。

130 ༤文館跡 ● 4 ●

⸬医、医൲であった赤松⁚ᕞと、その子⹒ᐊのᑾຊにより、家⮧の子ᘵᩍ⫱のためᏳỌ6（1777）年に完成した⸬ᰯであ
る。ⴠ成にඛだち「༤文館つ⠊」がไ定され、ゝ行をៅみ、ㅖ᭩を༤ぴし、詩文に通じた人ᮦの養成を目的とした。明治
⥔新後は、明治5（1972）年の学ไ発ᕸを経て、翌年に༤文小学ᰯとして引き継がれたが、明治10（1877）年には学ᰯ⤫
合とともに中村に移転した。現在は㭯のබ園となっており、平成29(2017)年の発᥀ㄪᰝで建物の置が☜定した。

131 木南家ఫᏯ ● 4 ●
旧備前街道に面して建つ、取り込み᱁子、ฟ᱆造のཔ子2階の町家。明治34(1901)年築、平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

132 山㷂家ఫᏯ ● 4 ●
旧備前街道に面する間口が広く中ኸにᗞをᣳんだẕ屋とሷⶶがある。ᖥᮎ～明治ึ期築、平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

133 新田家ఫᏯ ● 4 ●
御成道に面した、黒⁽႞ሬりの㔜ཌな建物。昭和7(1932)年築、平成6(1994)年に赤穂市市街地景観㔜せ建築物に指
定。

134 谷家ఫᏯ ● 4 ●
御成道に面する2階の虫⡲❆のពが見られるᮏ瓦葺きの建物。昭和6(1931)年築、平成6(1994)年に赤穂市市街地㔜
せ建築物に指定。

135 ℈尾家ఫᏯ ● 4 ●
赤穂城下町の≉ᚩで塀でᅖまれた入ẕ屋造のཔ子階Ṋ家風ఫᏯ。明治中期築と推定。平成10(1998)年に赤穂市市
街地景観㔜せ建築物に指定。

136 ኳ神ᐑ跡（ᱵ通寺跡） ● 4 ● ●

ኳ保3（1647）年、ὸ野長直が➟間城内にあった鎮Ᏺをሷ屋門西に移し「ኳ神ᐑ」として建立したものという。ඖ文ඖ
(1736)年～明和6(1769)年頃には、森ᛅ洪によって空き地となっていた大ⶈ寺南に移された。明治12（1879）年の寺社明
⣽ᖒによれば、ಙᚐは7,108人をᩘえたが、明治42（1909）年、この地に移転してきた赤穂神社に合♭された。ኳ神ᇼに
ఫむ「ガタ䝻ウ」という河童がⓏ場する昔話がある。（赤穂の昔話）

137
赤穂神社跡
(ኳ神ᐑ・ኳ満神社跡)

● 4 ● ●

明和3（1767）年、森ᛅ洪が赤穂城之後郭に建立した森家三㟋⚆を前身とするもので、明治10年代に赤穂神社と改
称した後、ሷ屋門西(༤文館跡)に㑄された。明治42（1909）年にはຍ里屋町のኳ満神社（ኳ神ᐑ）跡地に改築移転、昭
和24(1949)年には大石神社に合♭されたが、建物は改ಟされながらも赤穂カトリックᩍとして長く使用された。平成
25(2013)年、ᗂ稚園舎建᭰えにకい解体された。

138 赤穂大石神社 ● 1 33 ● ● ●

明治ኳⓚのᐉ᪨をዎᶵとして明治33(1900)年に神社創立がබチせられ、大正ඖ(1912)年11᭶、ᅄ十⩏ኈ命を♭る神
社が大石Ⰻ㞝Ꮿ跡をྵむ敷地に建立された。祭神は大石内ⶶ助Ⰻ㞝以下ᅄ十⩏ኈ命とⴛ野三平命を神とし、ὸ
野長直・長友・長▴の三代の城、その後の⸬森家のඛ祖でᮏ⬟寺のኚにᩓった森⹒ら人のṊᑗを合♭する。
昭和24（1949）年に赤穂神社を合♭し、赤穂大石神社となった。境内には⩏ኈྐ料館、⩏ኈᐆ物Ẋ、⩏ኈ木ീዊᏳẊ、
大石㑰長屋門・ᗞ園などがある。

139 ✄Ⲵ神社（中広） ● 33 ● ●
祭神は✄㨦命。ᮏẊ・ᣏẊ・社務所のほか、ῐᓥ社が合♭されている。毎年10᭶➨3᪥᭙᪥には中広地区の秋祭りで
⊺子⯙のዊ納が行われている。

140 龍Ᏻ寺・Ⲩ神社 ● 4 ● ●

ᐶỌ3（1626）年に┿ゝ᐀としてኳ⋤山の西麓に開山し、ඖ⚘14（1701）年に中⯆されて⚙᐀に改められ、現在に至る。
山号はⲨ神山。龍Ᏻ寺にあるኳ⋤神社は上郡町の長ᕊ神社から㑄してきたものとఏえるがヲ⣽は不明。このほか三ᐆ
大Ⲩ神と✄Ⲵ社が♭られている。境内には、ᘏா5（1748）年造立の台石をもつീ高75䟛の地ⶶ⸃ീ（ീと台石は石
ᮦが␗なる）、ീ高64䟛を測る᙮りの石造地ⶶ⸃ീがある。

141 ⚟寺 ● 1 2 4 29 ● ● ●
┿᐀大谷ὴの寺院で、播磨භᆓの一つ。もとⱥ㈡（ጲ路市）に建立されていたが、㑣Ἴ大ᓥ（相生市）を経てኳ正年間
（1573～1592年）にຍ里屋に移った。山号は大ᔱ山。

142 ⋢龍院 ● 4 ● ● ●
かつては⋢龍ᗡ、ᅉ㤳座といった。北ഃには慶長2(1597)年に移築建されたという大高山長Ᏻ寺(大楽院)があったが、
昭和32(1957)年に普門寺と相合して尾ᓮに移された。

143 ጁ慶寺 ● 4 ● ● ●
赤穂城を設計した近⸨正⣧が建立したもので、赤穂城築城の余ᮦをもって築かれたとఏわる。山号は大谷山。近⸨正
⣧のは、のちに花岳寺に移された。すぐ南に隣接してሗᜠ寺もあった。

144 㝶㮆寺 ● 1 2 4 ● ● ●

ඖ和2(1616)年に開創された⮫῭᐀寺院で山号は江西山。開山の㞼⏠は不生⚙を☜立した┙⌛のᖌ。かつて寺の裏は
⇃見川に面し、ὸ野時代には㐲林寺とともに水㌷のᒡ所としての役をᢸっていた。境内の地には⩏ኈの⫗ぶや近
⸨源八のがあるほか、ᘯ化5（1848）年造立、総高134䟛、ീ高54䟛を測る「⩚㫣ሪ」地ⶶ⸃ീのほか、Ọඖ
（1848）年造立、ീ高48䟛の᙮りᆘീがある。後者は「ᘏ命地ⶶ」「ฟ世地ⶶ」と呼ばれ、かつては上௬屋南にあったが
区画整⌮事業によって移転、所在不明ののち備前市で発見、平成18（2006）年に現在地にᏳ置された。

145 高光寺 ● 1 2 4 ● ● ●

大津村にあった᪥ⶈ᐀寺院ጁ寺が、ᐶỌ17（1640）年に備前街道に対するᵓえとして現在地に移設。明ᬺ3（1657）
年にὸ野長直からᮏᑛの寄進をཷけ、ᐶ文2（1662）年には長直夫人のᥦ寺となり、ᘏᐆ2（1674）年にその法名から
高光寺となる。寺には原ྑ⾨門がዊ納した直➹の法華経8ᕳ、大石内ⶶ助Ⰻ㞝画の大黒ኳ画ീ、ὸ野家寄進の三十
␒神画ീ、㨣子ẕ神十⨶็ዪ画ീのほか、⩏ኈの∩などが残されている。山号は法⪀山。

146 ᖖ清寺 ● 1 4 ● ● ●

慶Ᏻ年間（1648㻙1655）に開創された┿ゝ᐀の寺院で、もとは東ᛶ寺といったが、ὸ野長直三ᅇᚷのᘏᐆ3（1675）年に
長直の法号をとって寺号とした。城下町の東北㝮に置し、東門のᢲさえとしての役をᢸっていたという。寺には、
ὸ野家からの寺㡿寄進≧が残されている。山号は᪥山。境内には10体の地ⶶ⸃ീがᏳ置されている。

147 ίᛕ寺 ● 4 ● ●
┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、明応4（1495）年に㔘ίが開基した。かつて⚟寺前にあったが、ඖ⚘15（1702）年に現在の場
所に移ったという。山号は➼ຊ山。

148 ⚟Ἠ寺 ● 1 4 ● ● ●

ᐶ文5(1665)年に建立された法華᐀寺院。境内にはⱴ野和助の子猪之助のがあるほか、大石㢗ẕ助Ⰻ㔜の᭩⡆がఏ
わる。山号は長㐲山。ᖥᮎの文ஂ事௳により⸬ᨻから㏥けられた村上┿㍜のḟ⏨河原㥪之助が⸬㡿外へ立ち㏥く㏵
中、くᧁのてがあることを▱り⚟Ἠ寺で自ᐖしており、境内にそのがある。
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149 花岳寺(⩏ኈ所) ● 1 2 4 ● ● ●

正保2（1645）年に、ὸ野長直が父華⊹院Ẋとẕ台㞼院Ẋのᥦ寺として建立し、その法名から台㞼山華⊹寺と称した。
᭪Ὕ᐀Ọ平寺のᮎ寺である。以後、Ṕ代⸬となるỌ家、森家のᥦ寺でもある。境内にはὸ野・森家☃、赤穂⩏
ኈ47人の☃、⩏ኈᐆ物館、⩏ኈ木ീ堂、大高源のྃ☃、近⸨正⣧の➼があり、赤穂⸬や⩏ኈ関㐃資料が多く保
存されている。ほか石仏として、ா保19（1734）年、ᐶᨻ2（1790）年、文化11（1814）年造立の地ⶶ⸃ീなどがある。な
お池田時代、このあたりは鉄◙屋敷であり、周辺のㄪᰝで㘫෬関㐃㑇物がฟ土している。

150 大ⶈ寺 ● 1 2 4 29 35 ● ● ●

ί土᐀の寺院で、もとは北方の山麓にあったとఏえられ、城下町の形成とともにຍ里屋に移された。ኳ文ඖ（1532）年に
は、開山した察道がἐしていることから、ຍ里屋最古の寺院とゝえる。境内にはᖐ౫をうけたὸ野長友夫人であるᡄ⌔
院Ẋのがあるほか、大石内ⶶ助Ⰻ㞝の寄進とఏえられる✄Ⲵ神社、石⇠⡲がある。また大川Ᏻ☒、赤松⹒ᐊ、神ྜྷ東
郭といったᖥᮎ期の文人のが残されている。石仏としてはᏳᨻ3（1856）年造立のභ地ⶶがᏳ置されているほか、ീ高
177䟛を測る➟付板☃形の༙⫗᙮り立ീがある。山門は市指定有形文化財。山号は↷満山。

151 Ọ᠕寺 ● 1 2 4 29 32 ● ● ●

ᘏᚨ2（1490）年に開創されたί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。中村にあり「播磨භᆓ」の䜂とつで、山号はᮅ᪥山。寺には大
石内ⶶ助Ⰻ㞝から寄進されたႏ㚝とその㝿の᭩≧が残されている。地には、ா保12（1727）年に『播ᕞ赤穂郡ᚿ』をⴭ
した⸨江ᛅᗮのがある。

152 普門寺跡 ● 4 ● ●

ኳ台᐀園城寺ὴの寺院跡地。寺⦕㉳によると古᮶は㞝㮚台山にあり、ឿぬ大ᖌの創建といわれているが、慶長2(1597)
年、普門寺は赤穂東組(橋ᮏ町)、長Ᏻ寺は赤穂西組(新町)に建された。昭和32(1957)年、ຍ里屋の区画整⌮事業に
より尾ᓮに移築され、୧寺が相合して明⋤山普門寺と改称された。ᮏᑛは木造千ᡭ観㡢ᆘീで、国指定㔜せ有形文化
財に指定されている。

153 玄⯆寺跡 ● 2 ● ●
池田家の赤穂入ᑒとともに、池田家のᥦ寺として建立された⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院。ὸ野家入ᑒ後は㐲林寺と改め
られ、ὸ野家の♳㢪所となった。水㌷のᒡ所として、赤穂城のฟとしての役をᯝたしたという。

154 㐲林寺跡 ● 1 4 ● ● ●

池田時代の⮫῭᐀玄⯆寺をὸ野時代に┿ゝ᐀㐲林寺と改め、ὸ野家の♳㢪所、赤穂⸬水㌷のᒡ所とした。山号はෞ
᠕山。赤穂ὸ野家᩿⤯後は大石内ⶶ助が開城の残務ฎ⌮を行ったこともある。明治14（1881）年に廃寺となり、ᮏ堂は
御ᓮのᘅ度寺に移築された。

155 長Ᏻ寺跡 ● ● ●
ὸ野時代の城下町の整備にకって、高光寺とともに備前街道の西のฟ的ពをもって新町に建立された。「大⾗院」
とも呼ばれた。⸆ᖌዴ᮶堂があった。昭和32（1957）年に普門寺と相合した。

156 行ᐆ院観㡢堂 ● 4 ● ●

新赤穂大橋の西ワめにあり、道路形≧からかつての中村の南➃にあたる場所に置する。観㡢堂横にはീ高154䟛を
測るኳ保4（1833）年造立の᙮り༙㊜ീ（㏄え地ⶶ）を中心として、計23体分の地ⶶ⸃ീがᏳ置されている。

157 山ᓮ山東水余しᵽ ● 3 28 ●

戸ᓥᯠから200ｍほど上流にあり、ᑟ水路を流れる水の㔞をㄪ節し、余った水を୪んで㉮るᝏ水路に放流して水㔞をㄪ
節した。現在では近代的な施設に改ಟされていて旧≧をംぶことはできないが、ຍ里屋川の水源の一部となり、下流の
水田を₶している。

158 戸ᓥ用水 ● 2 3 4 28 ●

正保2（1645）年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田の開発を積ᴟ的に行った。慶Ᏻ2（1649）
年には「戸ᓥ⁁」を᥀๐し、翌年には戸ᓥ新田村を成立させた。この用水は184町95␇（約185ha）の℺₅用水とし
て、また新田ᒃ村地区の生活用水としても利用され、現在は農業用水として役目をᯝたしている。大正2（1913）年からは
㮁和地区にも㏦水している。

159 戸ᓥᯠ ● 3 4 28 ● ●

ᑟ水路からሷ屋、戸ᓥ新田への農業用水（戸ᓥ用水）の分ᒱ点であるとともに、ᑟ水路を南下してきた水をί化する役
をもっていた。ここではᵽሖによって流れる土◁をỿẊさせ、その上みの水を城下北➃に設けられた百々࿅屋裏大
ᯠへ㏦っていた。現在では、ここもまったく近代的な施設にኚわってしまったが、付近には旧赤穂上水道内板と、ᯠの
石ᮦを転用した水ᜠの☃が建てられている。ここから分ᒱしてሷ屋、戸ᓥ新田の田⏿を₶した戸ᓥ用水はὸ野長直が
築いたものであり、改ಟされてはいるが現在もなお使用され続けている。

160 農業用水との分ᒱ ● 3 4 28 ●

ຍ里屋地区への農業用水路は、現在は赤穂小学ᰯに隣接する「いこいのハー䝰ニーබ園」の北ഃを西方向に通されて
いる。この㏵中にษり板をᕪし込む✰があり、ここにษり板をᕪし込むことで水㔞がቑし、余水が 時の上水ᑟ水路
へとᑟかれ、城下町の旧上水道䝰ニュ䝯ントへと通水されている。

161 余水水⁁ ● 3 28 ●
百々࿅屋裏大ᯠのすぐᡭ前で、余水は東方に流され、⇃見川へ水された。この水⁁は現在も残されており、現在の
ຍ里屋川護岸からその≧ἣを見ることができる。周辺の護岸はᗄ度かの改ಟ跡がㄆめられる。

162
旧赤穂上水道
䝰ニュ䝯ント(駅前通り)

● 3 4 28 ● ●

発᥀ㄪᰝや通水ㄪᰝ、文⊩ㄪᰝなどの総合ㄪᰝによってそのヲ⣽が明らかとなった旧赤穂上水道のシ䝇䝔ムとṔྐ的
ព⩏をグᛕし、その保存と活用のシン䝪ルとして昭和57（1982）年に設置された。赤穂小学ᰯ前からの余水が通水される
と水を検▱し、上水道⟶からᄇ水のように水がᄇきฟすようになっている。

163
旧上水道ルートの
䝺ンガ表示
(旧上水道保存区域)

● 3 28 ● ●

昭和55(1980)年の旧上水道ㄪᰝの成ᯝに基いて設定された旧上水道の保存区間にヱ当する花岳寺裏の路地には、旧
上水道の配水路ルート上に䝺ンガがᇙめ込まれ、そのルートがどㄆできるようになっている。また保存区間では、現在も
道路下に旧上水道⟶やᯠが残されていて、「旧上水道」とグ㍕されたマンホールは、現在も地下に残された㑇ᵓをᏲっ
ている。

164
町家Ữฟᯠ
水⍆❍䝰ニュ䝯ント

● 3 4 28 ● ●

ౝ屋敷や町家への給水には、道路の下を通る配水⟶から引き込まれた給水⟶によって水が㏦られ、屋敷内のỮฟᯠか
らは長のᱩやつるべを用いてỮみ上げた。現在ではこうしたỮฟᯠも多くがኻわれてしまったが、水⍆❍䝰ニュ䝯ント
が整備されたこの小බ園では、その裏ഃに当時のỮฟᯠがそのまま保存されている。内部をなくと、土⟶が接続されて
いるのを見ることができる。

165
旧赤穂上水道
䝰ニュ䝯ント
(大ᡭ前බ園)

● 3 4 28 ● ●

赤穂小学ᰯ前の用水分ᒱを経て、赤穂⸬上水道䝰ニュ䝯ントのᄇ水を通㐣した水は、赤穂城跡三之大ᡭ門前の大ᡭ
前බ園内に入り、池を₶す。ここで䝰ニュ䝯ントに使用されている上水道⟶（㝡⟶）は、実㝿の配水路に使われていたもの
を移築したものである。

166 配水路間ᯠ ● 3 4 28 ● ●

ＪＲ播ᕞ赤穂駅から赤穂城跡までの通称「お城通り」では、平成14(2002)年度に道路⯒ᕤ事が実施され、道路上の旧
上水道配水路の間ᯠは上部が◚ቯされるとともに、内部もᇙめられて見えなくなってしまった。ただし江戸時代の䝯イン
䝇トリートが現道と䛪れていたために「通り町」筋の配水路間ᯠを1基残すことができた。ここでは䜾䝺ー䝏ン䜾の㝽間から
ではあるが、⎼ᯠに豊ᓥ石の戸ᯟが組み合わされた間ᯠのᅄ方に配水⟶が接続されている様子を実㝿に見ることが
できる。

167 大ᡭ門橋下の水道⟶ ● 3 28 ● 赤穂城三之大ᡭ門にあるኴ㰘橋の下には、近代に改ಟされた上水道Ⳣを見ることができる。

168 百々࿅屋裏大ᯠ跡 ● 3 4 28 ● ●
城下町の北➃にあたり、ここで上水道のᑟ水路は開ῺからᬯῺとなった。周辺には水をί水するために、2間ᅄ方の石
組ᯠが設けられていた。発᥀ㄪᰝによって置が☜定し、路面表示が行われている。

169
赤穂城之ᗞ園の
給水施設

● 2 3 28 ●

赤穂城三之大ᡭ門ᯠ形内を通㐣した上水道は、城内のౝ屋敷を₶しながら之門を通㐣した後、3方向に分ᒱす
る。南方向はᮏ内に入るものであり、東方向は之東ษり周辺まで配水したようである。一方、西ഃにはὸ野家の
㔜⮧、大石㢗ẕ助Ⰻ㔜の屋敷があり、その⫼後には広大な之ᗞ園が広がっていた。これら㢗ẕ助屋敷と之ᗞ
園では、い䛪れも発᥀ㄪᰝが行われ、すべての水が旧上水道によって㈥われていたことが明らかにされた。

170 ᮏ御Ẋの給水施設 ● 2 3 28 ●

ඖ⚘14（1701）年の『城中戸、水道につき⸬ᅇ⟅』によれば、城内の戸は᥀๐しても用水にでき䛪ᤞて置かれたもの
という。そのため城下の水道はすべて上水道によって㈥われた。絵図や発᥀ㄪᰝの成ᯝにより、台所やᗞ園への給水
施設が明らかとなっている。

171 西ሷ田跡 ● 2 30 ● ●
江戸時代から近代にかけての西ሷ田区域。として森時代に開発された。

172
旧᪥ᮏᑓබ社
赤穂支ᒁ新ᗇ舎

● 30 ●
昭和44（1969）年にᑓබ社赤穂支ᒁとして新築された建物。現在はබ┈社ᅋ法人赤穂市シルバー人ᮦ䝉ンターの事
務所となっている。

173 ሷ庫⩌ ● 30 ●
旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支ᒁ（現・市立民俗資料館）に隣接してሷ庫⩌がも残されているほか、新川にかかる橋には、
Ⲵ揚げの上家からሷ庫へሷを運ぶためにかつて使用されていた運ᦙ㌴୧用の䝺ールが残されている。

174 赤穂鉄道播ᕞ赤穂駅跡 ● 4 27 ●
大正10（1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間の12.7㎞を結ぶ軽便鉄道として開通し、昭和26（1951）年の国鉄赤穂線が開通す
るまで活㌍した。播ᕞ赤穂駅は、現在のᰴᘧ社ウ䜶䝇ト神ጲ赤穂Ⴀ業所周辺にあった。

175 ＪＲ播ᕞ赤穂駅 ● 1 4 27 ● 昭和26(1951)年12᭶12᪥ に᪥ᮏ国有鉄道の駅として開業した。

176 旧備前街道 ● 2 3 4 27 29 ●

三石から西有年、や⦅、りおてれさ残が筋道も在現はで辺周下城。トールのへ屋里ຍ、屋ሷ、田新ᓥ戸、津大、内の
かにカーブするために見通しがᝏく、またṊ者㞃し➼の防備施設を見ることができる。≉に花岳寺周辺は市街地景観㔜
せ建築物もあって景観にඃれている。

177 旧ጲ路街道(百目ሖ) ●
2
3

4 27 29 32 ●

豊⮧秀ྜྷがẟ利ᨷめをした㝿に整備された道が、池田家時代に土ᡭ道として整備され、後のጲ路街道となった。しかし
ὸ野時代には中村を経由するルートがせ道となり、かつての道は「有年道」となった。ὸ野時代には東ഃに新たに新
土ᡭが築かれ、土ᡭとしての役目も⤊えたが、旧上水道のᑟ水路がこの土ᡭにἢってあったため、現在まで道として残
されたと思われる。

178 旧黒谷道 ● 2 4 27 ●
旧道名。ὸ野長直が赤穂城下町を整備した㝿の関㐃文᭩「年々御ౝ屋敷外Ⰽ々御用定引ぬ」には治3（1660）年
に「黒谷道となる」とのグ㍕があり、その頃に整備されたと思われる。現在も一部のルートが残されている。

179 山ᓮ山 ● 36 ● 㻶㻾播ᕞ赤穂駅の北ഃに置する。ู名「お大ᖌ山」と呼ばれ、八十八ヶ所石仏があるほかツツ䝆の名所として▱られる。
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化
名　称 もの 場№

180 取揚ᓥ ● 4 36 ● ●

千種川河口ඛの播磨ℿにある3,562㎡の小ᓥ。江戸ึ期に播磨国と備前国との間でこのᓥの㡿有ᶒதいがあり、ᖥᗓ
が取り揚げたことによる。のちᓥの東を播磨、西を備前㡿と定められた。現在もᓥ上の石ᶆから⥘ᓮ海岸に建つ国境石
を見通した海上線が岡山・兵庫県境である。 昔の景地。

181 ⇃見川（ຍ里屋川） ● 4 ● ● ●

ຍ里屋川の旧称。かつては高瀬舟➼の交通のため尾ᓮ川（現在の千種川の流れ）の水を亀の⏥でሖきṆめて⇃見川
を流としていたが、明治25(1892)年の大水ᐖ後、亀の⏥は᧔ཤされての流れとなり、⇃見川は川ᖜが⊃められてຍ
里屋川と中広川となった。ຍ里屋川の護岸には、現在も㞜木の跡が残されている。

182 ຍ里屋川護岸 ● 4 27 ● ●
かつての⇃見川の護岸にあたり、絵図によれば景観を㔜どした整備が行われて現在も新しい㞜木がຍ里屋川の景観に
一役を㈙っているが、古絵図に見られる置にも㞜木跡が残されている。

183 旧尾ᓮ川 ● 2 27 ●
現在の千種川の旧河川名。かつては亀の⏥によって川がሖきṆめられて⇃見川（現在のຍ里屋川）に多くの水が流れ
ていたが、明治25(1892)年の大水ᐖ後に亀の⏥は᧔ཤされ、尾ᓮ川が流となり、千種川となった。

184 新川 ● 27 30 35 ● ● ●

かつて赤穂城の南から西方へ流れていた≴川が、ሷ田開発にకって水路に整備されたもの。旧᪥ᮏᑓබ社赤穂支
ᒁの南ഃを流れている。赤穂城築城に㝿し「コク䝇ケ」という≴がጉᐖをし、≴川の名前を付けさせたこと、城内に国助（こ
くすけ）✄Ⲵがあることをఏえた昔話がある。（赤穂の昔話）

185 旧長池 ● 2 4 32 ● ●

中世にຍ里屋古城から西方面への街道は自然ሐ防上にできたと考えられ、江戸時代には備前街道となる。池田時代、
備前街道の南ഃにἢって東西に長い池があり、長池と呼ばれた。ὸ野時代には長池はᇙめ立てられて町家となり、現在
は水路のみとなっている。

186 旧上広門村 ● 2 32
旧集ⴠ名。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によれば中村（現在の中広）の北ഃにあったが、ா保12(1727)年にはすでに中村の内に
入っていたという。

187 旧下広門村 ● 2 32
旧集ⴠ名。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』によれば中村(現在の中広)の北ഃにあったが、ඖ⚘年間（1688～1704）の洪水を難を㏨れ
て家を中村に移したという。

188 旧中村(中広) ● 2 4 27 29 32 ● ●

旧集ⴠ名。中庄(中村)は大川の河口部にሁ積した中ᕞ上に成立した集ⴠである。15世⣖頃は中庄といい、千種川河口
の 町として⦾栄したことが『兵庫北関入⯞納ᖒ』よりうかがわれる。播磨භᆓの䜂とつỌ᠕寺が開設され、市域南部の
中世文化の中心地であった。明治25(1892)年の大洪水による千種川の大改ಟの後に中村と広門村が一つになり、大正
15(1926)年に中広と改称した。

189 赤穂市立Ṕྐ༤物館 ● 1 3 4 28 30 ● ●
かつて赤穂城に隣接してあった⡿ⶶの場所に置し、赤穂のሷ、赤穂の城と城下町、赤穂⩏ኈ、旧赤穂上水道の4
䝔ーマにもと䛵き、赤穂のṔྐと文化を⤂する。平成ඖ(1988)年開館。

190 赤穂情ሗ物⏘館 ● 4 ●
ຍ里屋お城通りに面した立地にあり、多種多様な地ඖの土⏘物を集めて㈍する。㈍䝇䝨ー䝇の1階部分には定␒
のሷまんじ䜕う、ሷをはじめₕけ物、㝡ჾ、絵はがきなど約150種類が୪ぶ。

191 赤穂⋵ල༤物館 ● ● 大正時代後期に建築された古民家を活用し、昭和30～50年代を中心とした⋵ලを展示する⚾設༤物館。

192 赤穂⥽通ຍ里屋ᕤᡣ ● ● ●
赤穂⥽通のᢏ法継ᢎのために平成3(1991)年から開ദされた市ᩍ⫱ጤဨのㅮ⩦以後、市内各地につくられた赤穂
⥽通ᕤᡣの一つ。

193 赤穂⥽通いらかᕤᡣ ● ● ●
赤穂⥽通のᢏ法継ᢎのために平成3(1991)年から開ദされた市ᩍ⫱ጤဨのㅮ⩦以後、市内各地につくられた赤穂
⥽通ᕤᡣの一つ。

194 䜾リーン䝧ルト ● ●
ሷ田跡のᕤ業地帯とఫᏯ地域との間のබᐖ⦆⾪⥳地事業としてつくられた、総ᘏ長4㼗㼙の⥳地帯。昭和43(1968)年に
╔ᡭ、昭和52(1977)年4᭶にᕤ事完成。

195 ⩏ኈ䝰ニュ䝯ント（ᄇ水） ● 1 ●
息継䛞戸西ഃにあり、ᅄ十ኈの⩏とຬにあふれる心を㢧ᙲするため平成13(2001)年に造られた。ไసは᙮้家の
田᙭氏。

196 息継䛞戸 ● 1 3 4 28 ●

江戸でὸ野内頭によるลയ事௳の➨一ሗを▱らせるため、ඖ⚘14(1701)年3᭶14᪥のኤ้に赤穂⸬ኈ、早水⸨ᕥ⾨
門、ⴛ野三平が早㥙⡲で江戸をฟ発。 赤穂城下に╔いたのは3᭶19᪥の早ᮅ。 155里（約620㼗㼙）の行⛬を4ኪ༙早
㥙⡲にᦂられ続けた୧人は、城下に入りこの戸の水を㣧んで一息ついたといわれ、以᮶、移転を㔜ねながらも、息継
䛞戸と呼ばれている。

197 いきつ䛞広場 ● 1 ●
息継䛞戸周辺は観光施設として整備されて広場となっている。広場の一ゅでは、発᥀ㄪᰝで見つかった旧赤穂上水
道が㟢ฟ展示されている。

198 ⯪入広場・⯪入跡 ● 4 27 ● ●

江戸時代になると、⇃見川に接して赤穂⸬の⯪入が築かれた。ඖ⚘期の絵図には⯪入北ഃに㞜木や⯪ዊ行屋敷、水
屋敷、⯪頭屋敷が描かれている。森時代になると役目を⤊えて水田となり、現在はその一部がຍ里屋㥔㌴場になると
ともに、隣接して⯪入広場が整備されている。平成14（2002）年の発᥀ㄪᰝで、18世⣖代の護岸石垣が☜ㄆされた。

199 花岳寺門前広場 ● 4 ●
花岳寺の門前に平成16(2004)年に整備された䝫ケット䝟ーク。赤穂や⩏ኈに䜖かりのある「ᱜ」をシン䝪ル・ツリーとし、
赤穂⩏ኈのウち入り᮰の入山形⯒など、地域ఫ民のアイデ䜱アが活かされた䝫ケット䝟ーク。

200 お城通り ● ●
赤穂駅大石神社線（みなと㖟行～赤穂城大ᡭ門前）のឡ称。平成10(1998)年に市街地景観形成地区に指定され、城下
町を䝰䝏ー䝣とした街路整備が実施された。

201 三線〇సᢏ法 ◎
赤穂市内において三線のᕤ⛬を一㈏〇సするᢏ⾡をᣢつ目坂進氏を赤穂市㑅定保存ᢏ⾡保ᣢ者にㄆ定してい
る。

202 ຍ里屋・௬屋 ● 2 4 29 36 ●

地名。千種川河口西ഃのデルタ上に置し、赤穂市役所をはじめ、行ᨻᶵ関の所在地。ຍ里屋村は明応・Ọ世(1492
～1521年)頃に㞝㮚山の西、黒谷・長尾・山下のຍ庄村の農民が⪔స・〇ሷをႠむために山下の南䠙上町あたりに௬り
屋をつくって移りఫんだのに始まるという。かつてのౝ屋敷は上௬屋、町家はຍ里屋と呼ばれている。

203 黒谷 ● 32 ● 地名。黒と呼ばれた城下町北方の谷であり、現在も黒谷へ通じる黒谷道が一部残されている。

204 橋ᮏ町 ● 36 ●
地名。かつて長池にかかる橋があったことから名付けられた。中世ຍ里屋古城のᦕᡭにあたるとされる。ὸ野長直が慶
Ᏻ2（1649）年にᇙめ立てた。

205 ☾ ● 36 ● 地名。森時代ึ期に開ቧしたሷ田。

206 西Ἀ ● 36 ● 地名。ຍ里屋川ἢいのἈ積地。大正6(1917)年頃より⪔地整⌮事業で整備された敷地。

207 東Ἀ ● 36 ● 地名。西Ἀと同様で、ຍ里屋川東ഃのἈ積地。

208 千鳥 ● 36 ●
地名。千種川河口の◁ᕞが発㐩して千鳥が遊ぶ◁であった。戦前の⪔地整⌮事業、戦時中は㌷㟂ᕤ場の立地、
戦後は開拓組合によって高₻ሐ防が築かれᏯ地化が進んだ。

209 農神 ● 36 ●
地名。農神西・農神東とある。森時代に農神社(備中西江原神社からの分神。明治43(1910)年にኳ満神社に合♭)があ
り、農神道といった。昭和53(1978)年3᭶1᪥に新設して農神町となる。

210 භ百目 ● 36 ● 地名。ሷ屋の上田で一600目の್ᡴちによる。

211 三ᵽ ● 3 ●
地名。三ツᵽඖは池田時代の古ሷ。片・ຍ⸨・新川の三ᵽ門があった。三ツᵽは三ツᵽඖに続くᏳỌ9(1780)年
の開。

212
山鹿⣲行による
之虎口の改ኚ

● 1 2 ●
赤穂城之門は、㌷学者・山鹿⣲行によって之虎口の改ኚが行われたとされており、平成14(2002)年の発᥀ㄪ
ᰝで実㝿に改ಟ跡が発見された。

213 赤穂⩏ኈ祭 ● 1 ●

明治36(1903)年から、ウ入があった᪥の12᭶14᪥に開ദされているദ事。ᛅ⮧ⶶ䝟䝺ー䝗と称し、市内小学生による㔠
⟶バン䝗、東ᫎによる「ẅ㝕」、赤穂⩏ኈፉによる「⩏ኈፉ人ຊ道中」、「大名行列」、ᛅ⮧ⶶ䜖かりの人物にᢃする
「⩏ኈఏ行列」、ᛅ⮧ⶶの7つの名場面を₇じる「山㌴」、Ἠ岳寺へと向かうᅄ十⩏ኈにᢃした「⩏ኈ行列」と続き、多く
の観光ᐈでに䛞わう。




